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＜連絡事項＞

· 11/1（月）精神医療福祉学会のリハーサル実施予定。

· 明日、13：00～14：30財団講義の為、小嶋が不在。

· 明日、スタッフの施設見学実施予定。10：00～・13：00～

＜利用者様情報＞
大久保恒夫様～デイケアに定時まですごすよう言われることが辛いと訴え、利用日を減らしたいと希望あり。大久保律子様も一緒に利用日を減らすと話す為、利用目的は個人毎に異なることを説明するが、了承される事はない。担当医が異なる為、担当医の治療方針により利用日数も異なることを説明すると、その件には了承されている。

他メンバーの前で大きな声でデイケア利用への不満を訴えており、周囲のメンバーが不快な表情をしている事あり。他者を不快にさせる発言も迷惑行為である事を説明している。

中村　鶴子様～デイケアからの帰宅時間と、最近欠席が増えた事を確認。デイケアの利用は継続したいと希望聞かれているが、ご家族の介護を考えると、帰宅時間は14：00頃ではないと支障が出ると訴える。幸房利用日数が増えデイケアの木曜日利用は出来ない為、デイケア利用日から木曜日を外して金曜日のみ利用とするよう説明すると納得され、本日の外来受診時に担当医へと伝えるとの事。デイケアの利用目的としては、運動への参加と他者との交流の場所、定期的な面談実施を行いたいと話されている。

坂本　房子様～咳・のどの痛みがあり欠席すると連絡あり。外来受診には来院しており、最近風邪気味である事と気分が良くないと訴えている。デイケア利用できない理由としては、ご家族との関係や、朝食時間が遅い為バスの時間に間に合わずデイケアに定時来所出来ないと訴えており、家族との関係では考える事も多いと話している。外来受診日のデイケア利用については、受診後にデイケアへ行きたいが外来の時間が遅いと話している。デイケアの利用時間について説明し、外来時間が遅い場合には1度デイケアに来所してから受診に向かうよう伝えている。

田向　玲美様～「疲れて行けない」と訴え欠席の連絡が入っているが、ご家族から通所するよう言われたとの事で再度連絡あり、デイケア利用している。

稲垣　ふき様～表情硬く口調の強さあり、声かけにも反応鈍くぼんやりとした様子も見られている。昨日の睡眠は取れたとの事。

高橋　洋子様～最近血圧高値続いており本日ご家族付き添いにて外来受診。2週間分の血圧降下剤が処方となった事を報告されている。

＜退院療養検討会　報告＞

浅坂　政美様（55）アルコール依存症・脳性麻痺・糖尿病

退院予定：10/30or11/1

退院後：デイケア利用（週５日）～本人希望

　　　　訪問看護・2週間/1回（金曜日）

　　　　ヘルパー・以前は週1回利用していたが、今後調整予定

本人の様子：足が悪い事での転倒が多い

　　　　　　退院後はノックビン（抗酒剤）処方

＜外来情報＞

中村　鶴子様　DCに来なくてよいといわれた。と話され、Drより目的をもって週一回通所してくださいと説明受ける。

溝越　キク様　インフルエンザ予防接種施行。

巴　勇樹　様　次回、栄養指導のため、ききとり調査している。

番沢　政勝様　感冒症状持続、風邪薬6日分処方。風邪症状改善しない場合には11/2に自分で予約を入れて外来受診するよう説明。

村上　元道様　職場見学はまだいっていない。職親の一覧みせている。本人は電気、土方関係に行きたいがない。雇ってもらう見込みのないところを見学しても仕方ないとDrより。

高柳　和子様　デイケアは気分転換になっている。アパートに篭るより良い。

高橋　洋子様　血圧が最近高いと報告あり降圧薬変更。

繁名　和恵様　デイケア利用が少ないと言われている。11/1定期注射予定。風邪症状あり、風邪薬5日分処方。

本多　富美様　幸房の話進めてよいと、Ｄｒより了承あり。

大久保　康弘様　幻覚についてこれまでと同じくらいであるが気にならない。生活にも支障なし。幻聴軽減する為薬剤調整している。

＜勉強会＞
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通所の目的

：再発予防、社会復帰、生活の質の向上

通所の機能

�@通所者に居場所を提供して、生活圏・対人交流の拡大を

図る場

�A種々のグループ活動を通じて、円滑な対人交流、社会性、

自主性を獲得する場

�B生活リズムを維持し、日常生活を獲得する場

�C個々の通所者の現状、能力に見合った、現実的な就労

支援を行う場

�D病状再燃を防止し、病状悪化の際は早期に把握するなど、

通常の外来診療を補完する治療の場

�E通所に参加する事で、同居している家族と適度な距離を

保てる場　
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　　　　　適したプログラム提供

n

グループ分け基準の設定

n

把握可能な対象人数でのグループ分け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

10

名前後）

n

グループの特性に応じ、実施内容や実施頻度を

変える工夫

[image: image4.wmf]治療の質の標準化

n

各プログラムに担当スタッフを設定

n

担当スタッフにより、各グループ・各実施回数分

のプログラムテキストを作成

n

テキストを確認しながらプログラムを実施する事

により、どのスタッフにおいても同一水準のプロ

グラム提供が可能
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[image: image6.wmf]利用者からの声

n

「作業療法の時間が短い」

⇒準備・片付けをすると作業に取り組む時間が３０分程度となる。よって、

革細工などの時間がかかるものに集中して取り組めない。

n

「体育館に行きたい。」

⇒病院体育館の利用は難しく、地域の体育館を使用したいが、時間的

に移動で精一杯。

スタッフからの声

n

「プログラムに対する利用者の態度が受動的。」

⇒本人の要望と参加プログラムが適合していない可能性がある。

n

「就労に必要な知識はあるが、実践する機会が少ない。」

⇒地域の社会資源に触れる機会が少なく、一歩踏み出せない状態にあ

るのでは・・？
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・『精神障害など受容しにくい問題を持つ人たちに、

正しい知識や情報を心理面への十分な配慮をし

ながら伝え、病気や障害の結果もたらされる諸

問題・諸困難に対する対処法を習得してもらう事

によって、主体的に療養生活を営めるように援

助する方法』

・『病気や障害、そのほかの問題を抱えて、知識も

なく、相談もできず、途方にくれているご本人、ご

家族に必要な知識や情報を知ってもらう機会を

広げ、どう問題に対処するかを協働して考えるこ

とで、ご本人やご家族が自分たちの問題に取り

組みやすくなり、何とかやっていけるという気持

ちを回復する支援法』
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[image: image10.wmf]今後のプログラム枠検討

�@実践型プログラムの導入

⇒２時間枠を設け、地域での社会資源を活用する時

間を作る。

�Aアセスメント＋プログラム選択

⇒本人の能力を評価して、本人の要望にできるだけ

沿ったプログラムを共に選択する。

�B新プログラムの企画・導入

⇒利用者の声を反映させたプログラムを、新たに企

画し導入する。


[image: image11.wmf]新週間プログラム企画案
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治療の質の標準化

各プログラムに担当スタッフを設定



担当スタッフにより、各グループ・各実施回数分のプログラムテキストを作成



テキストを確認しながらプログラムを実施する事により、どのスタッフにおいても同一水準のプログラム提供が可能



治療の質の標準化は、各プログラム毎に担当スタッフを決め、テキストを作成。そのテキストを活用する事でスタッフ間でのばらつきなくプログラムを実施する事が可能となっている。
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利用者からの声

		「作業療法の時間が短い」



⇒準備・片付けをすると作業に取り組む時間が３０分程度となる。よって、革細工などの時間がかかるものに集中して取り組めない。

		「体育館に行きたい。」



⇒病院体育館の利用は難しく、地域の体育館を使用したいが、時間的に移動で精一杯。

スタッフからの声

		「プログラムに対する利用者の態度が受動的。」



⇒本人の要望と参加プログラムが適合していない可能性がある。

		「就労に必要な知識はあるが、実践する機会が少ない。」



⇒地域の社会資源に触れる機会が少なく、一歩踏み出せない状態にあるのでは・・？



しかし、現在のプログラム構成に対し利用者からは、「作業療法の時間が短いから集中して取り組めない」「体育館に行きたいが移動時間で終わる」など、一時間枠でのプログラムを行うにあたり不便さを感じるとの意見が聞かれている。また、スタッフからは「プログラムに対する利用者の態度が受動的で本人に適合していない」「就労に必要な知識はあるが、実践する機会が少ない為、一歩踏み出せないのでは」との意見が聞かれている。
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②心理教育

・『精神障害など受容しにくい問題を持つ人たちに、正しい知識や情報を心理面への十分な配慮をしながら伝え、病気や障害の結果もたらされる諸問題・諸困難に対する対処法を習得してもらう事によって、主体的に療養生活を営めるように援助する方法』

・『病気や障害、そのほかの問題を抱えて、知識もなく、相談もできず、途方にくれているご本人、ご家族に必要な知識や情報を知ってもらう機会を広げ、どう問題に対処するかを協働して考えることで、ご本人やご家族が自分たちの問題に取り組みやすくなり、何とかやっていけるという気持ちを回復する支援法』



心理教育とは、病気や治療に関する情報を患者さんやご家族と治療者側が共有し、そして、疾患とつきあっていく上での日常生活上のさまざまな問題に対する対処法を話し合うことである。これらが有効に機能するためには、参加者同士の相互作用が重要。対象は、患者さんの場合もあるし、ご家族の場合もあり、集団グループで進めていく。テーマは、統合失調症のみならず、躁うつ病や摂食障害などさまざまである。
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今後のプログラム枠検討

①実践型プログラムの導入

⇒２時間枠を設け、地域での社会資源を活用する時間を作る。

②アセスメント＋プログラム選択

⇒本人の能力を評価して、本人の要望にできるだけ沿ったプログラムを共に選択する。

③新プログラムの企画・導入

⇒利用者の声を反映させたプログラムを、新たに企画し導入する。



新プログラム構成を行うにあたり①実践型プログラムの導入。②アセスメント＋プログラム選択。③利用者の声を反映させたプログラムの企画・導入以上の3点について試みる事としている。










_1349695615.ppt


新週間プログラム企画案







新プログラム構成（週間プログラム）の案となっています。二時間枠を設ける事により、実際に地域での社会資源（例えば図書館・体育館・ハローワークなど）の活用を体験でき、より地域生活に見合ったプログラム提供が行えるものと考えた。また「企画中」の時間枠では利用者からの要望を反映させた新たなプログラムを行う事ができ、利用者が主体となり活動していく機会を提供していけるものと考えた。来年の春からの開始に向け現在準備段階中である。







デイケア (2)


			デイケア週間プログラム


						月									火									水									木									金


			10：00～10：15			ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング
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			11：00～11：50			疾病管理－１			服薬教室－２			ｽﾄﾚｽ緩和ー１			服薬教室－１			ｽﾄﾚｽ緩和－２			疾病教室－３			ｽﾄﾚｽ緩和－１			疾病教室－２			服薬教室－３			日常生活動作－１			社会適応能力－２			社会資源－３			社会適応能力－１			社会資源－２			日常生活動作－３


			12：00～13：00			昼食									昼食									昼食									昼食									昼食


			13：00～13：50			エアロビー1			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			栄養指導教室－１			エアロビー2			自主活動			自主活動			自主活動			栄養指導教室－３			自主活動			栄養指導教室－2			エアロビー3


			14：00～14：50			就労支援－１			健康管理教室－2			SST－3			社会資源－１			日常生活動作－２			社会適応能力－３			SST－1			就労支援－2
　　　　　			健康管理教室－3			健康管理教室－１			SST－2			就労支援－3
　　　　　　　　			作業療法－１			芸術療法－２			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法－３


			15：00～15：40			エアロビ上級			体重管理						芸術療法－１			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法－２			作業療法－３			エアロビ上級			体重管理						ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法－１			作業療法－２			芸術療法－３			エアロビ上級			体重管理


			15：50～16：00			ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング
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③ICF（国際生活機能分類）







ＩＣＦとは、人間と環境との相互作用を枠組みとして、個人の健康状態を系統的に分類。大きく「生活機能と障害」と「背景因子」の２分野がある。生活機能は、「心身機能・身体構造 」「活動」「参加 」の３要素から、背景因子は「環境因子 」と「個人因子 」の２要素からなる。障害 は、構造の障害を含む「機能障害」「活動の制限 」「参加の制約 」のすべてを含む包括な用語としてもちいられている。ICFは、これらすべての構成要素が相互に作用して人間の健康状態があるという見方をする。 
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①エンパワメント







その為、次の３つを考慮して、プログラムの再検討を行っている。

まず１つ目は、エンパワメント。エンパワメントとは、様々な理由から本来の力を見失っている方に対して、持っているはずの力を取り戻す手助けを行うことを言う。専門職に求められる理念は①対象者を保護すべき者ではなく権利の主体者として関係を保つ。②対象者の能力を信用する。③平等なパートナーという関係を保つ。④対象集団に特有な文化を尊重する、がある。専門職がエンパワメントを支援する際は、①情報・技術の伝達。②挑戦課題の明確化。③体験学習の重視。④グループを育てる。⑤ピアカウンセリング。⑥カミングアウト。⑦話し合いの重視。⑧一方的依存の排除。⑨当事者からのフィードバック。⑩生活のモニタリング。⑪評価の重視。⑫完璧主義と多干渉の否定である。
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現在の週間プログラム







以上の事を考慮して、現在のプログラム枠となっている。







デイケア (2)


			デイケア週間プログラム


						月									火									水									木									金


			10：00～10：15			ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング


			10：30～10：50			運動療法－１			運動療法－２			運動療法－３			運動療法－１			運動療法－２			運動療法－３			運動療法－１			運動療法－２			運動療法－３			運動療法－１			運動療法－２			運動療法－３			運動療法－１			運動療法－２			運動療法－３


			11：00～11：50			疾病管理－１			服薬教室－２			ｽﾄﾚｽ緩和ー１			服薬教室－１			ｽﾄﾚｽ緩和－２			疾病教室－３			ｽﾄﾚｽ緩和－１			疾病教室－２			服薬教室－３			日常生活動作－１			社会適応能力－２			社会資源－３			社会適応能力－１			社会資源－２			日常生活動作－３


			12：00～13：00			昼食									昼食									昼食									昼食									昼食


			13：00～13：50			エアロビー1			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			栄養指導教室－１			エアロビー2			自主活動			自主活動			自主活動			栄養指導教室－３			自主活動			栄養指導教室－2			エアロビー3


			14：00～14：50			就労支援－１			健康管理教室－2			SST－3			社会資源－１			日常生活動作－２			社会適応能力－３			SST－1			就労支援－2
　　　　　			健康管理教室－3			健康管理教室－１			SST－2			就労支援－3
　　　　　　　　			作業療法－１			芸術療法－２			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法－３


			15：00～15：40			エアロビ上級			体重管理						芸術療法－１			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法－２			作業療法－３			エアロビ上級			体重管理						ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法－１			作業療法－２			芸術療法－３			エアロビ上級			体重管理


			15：50～16：00			ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング








デイケア


			


			デイケア週間プログラム


						月									火									水									木									金


			10：00～10：15			ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング


			10：30～10：50			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法			運動療法


			11：00～11：50			疾病管理			服薬教室			ｽﾄﾚｽ緩和			疾病管理			服薬教室			ｽﾄﾚｽ緩和			疾病管理			服薬教室			ｽﾄﾚｽ緩和			日常生活動作			社会適応能力			社会資源			日常生活動作			社会適応能力			社会資源


			12：00～13：00			昼食									昼食									昼食									昼食									昼食


			13：00～13：50			エアロビ			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			栄養指導教室			エアロビ			自主活動			自主活動			自主活動			栄養指導教室			自主活動			栄養指導教室			エアロビ


			14：00～14：50			就労支援			健康管理教室			SST			社会資源			日常生活動作			社会適応能力			就労支援			健康管理教室			SST			就労支援			健康管理教室			SST			作業療法			芸術療法			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法


			15：00～15：40			エアロビ			体重管理						芸術療法			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法			作業療法			エアロビ			体重管理						ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ療法			作業療法			芸術療法			エアロビ			体重管理


			15：50～16：00			ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング


			デイケア週間プログラム


						月									火									水									木									金


			10：00～10：15			ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング


			10：30～10：50			運動療法									運動療法									運動療法									運動療法									運動療法


			11：00～11：50			疾病・服薬教室			リラクゼーション			企画中			疾病・服薬教室			リラクゼーション			企画中			疾病・服薬教室			リラクゼーション			企画中			SST			日常生活動作			社会適応能力			エアロビ			企画中			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
療法


			12：00～13：00			昼食									昼食									昼食									昼食									昼食


			13：00～13：50			エアロビ			企画中			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
療法			社会資源
就労支援			作業療法			自主企画			エアロビ			企画中			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
療法			社会資源
就労支援			作業療法			自主企画			社会資源
就労支援			作業療法			自主企画


			14：00～14：50			SST			日常生活動作			社会適応能力												SST			日常生活動作			社会適応能力


			15：00～15：40			エアロビ			栄養指導教室			健康管理教室			企画中（運動系プログラム）									エアロビ			栄養指導教室			健康管理教室			企画中（運動系プログラム）									エアロビ			栄養指導教室			健康管理教室


			15：50～16：00			ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング									ミーティング








デイナイト


			デイナイトケア週間プログラム


						月						火						水						木						金


			9：00～9：30			社会適応能力１			社会適応能力２			社会適応能力１			社会適応能力２			社会適応能力１			社会適応能力２			社会適応能力１			社会適応能力２			社会適応能力１			社会適応能力２


			9:40～9:50			ミーティング						ミーティング						ミーティング						ミーティング						ミーティング


			10:00～10:50			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ1			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ2			運動療法１			運動療法2			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ1			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ2			運動療法１			運動療法2			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ1			ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ2


			11:00～12:00			運動療法１			運動療法2			社会適応能力１			SST－２			運動療法１			エアロビ2			SST－１			社会適応能力２			エアロビ1			運動療法2


			12:00～13:00			昼食						昼食						昼食						昼食						昼食


			13:00～13:50			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動			自主活動


			14:00～14:50			服薬教室１			疾病教室２			芸術療法１			芸術療法２			疾病教室１			服薬教室２			社会資源・制度１			日常生活動作訓練２			体重管理１			栄養指導２


			15:00～15:50			芸術療法１			芸術療法２			芸術療法１			芸術療法２			栄養指導１			体重管理２			芸術療法１			芸術療法２			芸術療法１			芸術療法２


			15:50～16:00			ミーティング						ミーティング						ミーティング						ミーティング						ミーティング


			16:00～16:50			芸術療法１			芸術療法２			日常生活動作訓練１			社会資源・制度２			健康管理教室1			健康管理教室2			芸術療法１			芸術療法２			芸術療法１			芸術療法２


			17:00～17:50			リラクゼーション１			リラクゼーション２			リラクゼーション１			リラクゼーション２			リラクゼーション１			リラクゼーション２			リラクゼーション１			リラクゼーション２			リラクゼーション１			リラクゼーション２


			18:00～18:30			夕食						夕食						夕食						夕食						夕食


			18:40～19:00			口腔ケア						口腔ケア						口腔ケア						口腔ケア						口腔ケア








Sheet3


			


						ICF(詳細分類と定義の一部へ）


						第一部　生活機能と障害


						(a)心身機能


						第１章　精神機能


						本章は、脳の機能、すなわち意識、活力、欲動などの全般的精神機能と、記憶、言語、計算などの個別的精神機能との両者を扱う。


						全般的精神機能


						意識機能


						見当識機能


						知的機能


						全般的な心理社会的機能


						気質と人格の機能


						活動と欲動の機能


						睡眠機能


						以下中略


						個別的精神機能


						注意機能


						記憶機能


						精神運動機能


						情動機能


						知覚機能


						思考機能


						高次認知機能


						言語に関する精神機能


						計算機能


						複雑な運動を順序立てて行う精神機能


						自己と時間の経験の機能


						以下途中略


						(ｂ)活動と参加


						第１章　学習と知識の応用


						目的をもった感覚的経験


						注意して視ること


						注意して聞くこと


						その他の目的のある感覚


						基礎的学習


						模倣


						反復


						読むことの学習


						書くことの学習


						計算の学習


						技能の習得


						　　　　　　　単純な技能の習得


						　　　　　　　複雑な技能の習得


						知識の応用


						注意を集中すること


						思考


						読むこと


						書くこと


						計算


						問題解決


						　　　　　　単純な問題解決


						　　　　　　複雑な問題解決


						意思決定


						第２章　一般的な課題と要求


						本章は、単一のあるいは多数の課題の遂行、日課の調整、ストレスへの対処についての


						一般的な側面を扱う。これらの項目は、様々な環境下で課題を遂行することの基礎にある


						特徴を明らかにするために、より特化した課題や行為と結びつけて用いることができる。


						単一課題の遂行


						複数課題の遂行


						日課の遂行


						ストレスとその他の心理的要求への対処


						第３章　コミュニケーション


						本章は、メッセージを受け取ることや生み出すこと、会話の遂行、


						コミュニケーション器具や技術の使用を含む、言語、記号、


						シンボルによるコミュニケーションの一般的および特定の特徴を扱う。


						コミュニケーションの理解


						話し言葉の理解


						非言語的メッセージの理解


						公式手話によるメッセージの理解


						書き言葉によるメッセージの理解


						以下中略


						コミュニケーションの表出


						話すこと


						非言語的メッセージの表出


						公式手話によるメッセージの表出


						書き言葉によるメッセージの表出


						以下中略


						会話並びにコミュニケーション用具および技法の利用


						会話


						ディスカッション


						コミュニケーション用具および技法の利用


						以下中略


						第４章　運動・移動


						本章は、姿勢あるいは位置を変化させることや、ある場所から他の場所へと


						乗り移ること（移乗）、物を運び、動かし、操作すること、歩き、走り、昇降すること、


						様々な交通手段を用いることによる移動を扱う。


						姿勢の変換と保持


						基本的な姿勢の変換


						姿勢の保持


						乗り移り（移乗）


						途中省略


						物の運搬・移動・操作


						持ち上げることと運ぶこと


						下肢を使って物を動かすこと細かな手の使用


						手と腕の使用


						途中省略


						歩行と移動


						歩行


						移動


						様々な場所での移動


						用具を用いての移動


						途中省略


						交通機関や手段を利用しての移動


						交通機関や手段の利用


						運転や操作


						交通手段として動物に乗ること


						途中省略


						第５章　セルフケア


						本章は、自分の身体をケアすること、自分の身体を洗って拭き乾かすこと、


						自分の全身や身体各部の手入れをすること、更衣をすること、


						食べること、飲むこと、自分の健康管理をすること。


						自分の身体を洗うこと


						身体各部の手入れ


						排泄


						更衣


						食べること


						飲むこと


						健康に注意すること


						第６章　家庭生活


						本章は、家庭における日々の活動や課題の遂行を扱う。家庭生活の領域とは、


						住居、食料、衣服、その他の必需品を入手したり、掃除や修繕をしたり、


						個人的にその他の家庭用品を手入れすることや、他者を支援することを含む。


						必需品の入手


						住居の入手


						物品とサービスの入手


						日常必需品の収集


						途中省略


						家事


						調理


						調理以外の家事


						途中省略


						家庭用品の管理および他者への援助


						家庭用品の管理


						他者への援助


						以下省略


						第７章　対人関係


						本章は、状況に見合った社会的に適切な方法を用いて、人々（よく知らない人、友人、親戚、


						家族、恋人）と、基本的で複雑な相互関係を保つために必要とされる行為や課題の遂行を扱う。


						一般的な対人関係


						基本的な対人関係


						複雑な対人関係


						以下中略


						特別な対人関係


						よく知らない人との関係


						公的な関係


						非公式な社会的関係


						家族関係


						親密な関係


						以下中略


						第８章　主要な生活領域


						本章は、教育、仕事と雇用に携わり、経済的取引を行うために


						必要とされる課題や行為に従事したり、遂行することを扱う。


						教育


						非公式な教育


						就学前教育


						学校教育


						職業訓練


						高等教育


						以下中略


						仕事と雇用


						見習研修（就業準備）


						仕事の獲得・維持・終了


						報酬を伴う仕事


						無報酬の仕事


						以下中略


						経済生活


						基本的な経済的取引き


						複雑な経済的取引き


						経済的自給


						以下中略


						第９章　コミュニティライフ・社会生活・市民生活


						本章は、家族外での組織化された社会生活、コミュニティライフ、


						社会生活や市民生活の種々の分野に従事するのに必要な行為や課題を扱う。


						コミュニティライフ


						レクリエーションとレジャー


						宗教とスピリチュアリティ


						人権


						政治活動と市民権


						第二部　背景因子


						(ｃ)環境因子


						第１章　生産品と用具


						第２章　自然環境と人間がもたらした環境変化


						本章は、自然（物的）環境における生物的な要素と無生物的な要素を扱う。また、


						環境のうち、人間によって変えられた構成部分、あるいはその環境における住民の特徴を扱う。


						自然地理


						人口・住民


						植物相と動物相


						気候


						自然災害


						人的災害


						光


						時間的変化


						音


						振動


						空気の質


						以下中略


						第３章　支援と関係


						第４章　態度


						第５章　サービス・制度・政策


						(ｄ)個人因子





(ｄ)個人因子


空気の質


振動


音


時間的変化


光


人的災害


自然災害


気候


植物相と動物相


人口・住民


自然地理


第１章　生産品と用具


政治活動と市民権


人権


宗教とスピリチュアリティ


レクリエーションとレジャー


コミュニティライフ


経済生活


仕事と雇用


教育


親密な関係


家族関係


非公式な社会的関係


公的な関係


よく知らない人との関係


複雑な対人関係


基本的な対人関係


家庭用品の管理および他者への援助


家事


必需品の入手


健康に注意すること


飲むこと


食べること


更衣


排泄


身体各部の手入れ


自分の身体を洗うこと


交通機関や手段を利用しての移動













10：00～


10：15


10：30～


10：50


運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法 運動療法


11：00～


11：50


疾病管理 服薬教室 ｽﾄﾚｽ緩和 疾病管理 服薬教室 ｽﾄﾚｽ緩和 疾病管理 服薬教室 ｽﾄﾚｽ緩和


日常生活


動作


社会適応


能力


社会資源


日常生活


動作


社会適応


能力


社会資源


12：00～


13：00


13：00～


13：50


エアロビ 自主活動 自主活動 自主活動 自主活動 自主活動


栄養指導


教室


エアロビ 自主活動 自主活動 自主活動


栄養指導


教室


自主活動


栄養指導


教室


エアロビ


14：00～


14：50


就労支援


健康管理


教室


SST 社会資源


日常生活


動作


社会適応


能力


就労支援


健康管理


教室


SST 就労支援


健康管理


教室


SST 作業療法 芸術療法


ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ


療法


15：00～


15：40


エアロビ 芸術療法


ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ


療法


作業療法 エアロビ


ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ


療法


作業療法 芸術療法 エアロビ


15：50～


16：00


ミーティング ミーティング ミーティング ミーティング ミーティング


昼食


体重管理 体重管理 体重管理


昼食 昼食 昼食


月 火


昼食


金


ミーティング ミーティング ミーティング ミーティング ミーティング


水 木





_1349695506.ppt


プログラム構造

通所の目的：再発予防、社会復帰、生活の質の向上

通所の機能

①通所者に居場所を提供して、生活圏・対人交流の拡大を図る場

②種々のグループ活動を通じて、円滑な対人交流、社会性、自主性を獲得する場

③生活リズムを維持し、日常生活を獲得する場

④個々の通所者の現状、能力に見合った、現実的な就労支援を行う場

⑤病状再燃を防止し、病状悪化の際は早期に把握するなど、通常の外来診療を補完する治療の場

⑥通所に参加する事で、同居している家族と適度な距離を保てる場　



現在のプログラム構造は、通所の目的として、再発予防、社会復帰、生活の質の向上となっている。

機能は、①～⑥まであり、対人交流拡大の場、自主性の獲得の場、生活リズムを獲得する場、就労支援を行う場、再発を防止しする治療の場、家族と適度な距離を保てる場となっている。







プログラム構造を明確化する上で、通所（デイケア）の目的と機能を確認しました。通所（デイケア）の目的としては再発予防、社会復帰、生活の質の向上が挙げられます。通所（デイケア）の機能としては①～⑥とされています。これらの事を踏まえ、目的や機能に見合った内容のプログラム構成を立案しました。










_1349695515.ppt


利用者の状態に

　　　　　適したプログラム提供

グループ分け基準の設定



把握可能な対象人数でのグループ分け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10名前後）

グループの特性に応じ、実施内容や実施頻度を変える工夫



利用者の状態に適したプログラム提供に向け、 ニ軸評価を取り入れ、グループ分け基準として設定。その評価結果をもとに、スタッフが把握し、対応可能な対象人数でのグループ分けを実施。さらに各グループの特性に応じ、実施内容（理解の程度に応じ噛み砕いた説明）や実施頻度（３回のところ５回に）を変えている。
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プログラムについて




















